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健康づくりフェスティバル参加者
数

維持

成果 維持する

市民が健康への意識を高め、健康づくりを実践できるよう、事業を推進する。

成果指標と目標値
を設定した理由

健康づくりのイベント参加、健康づくりの動機付け支援による健康意識の高揚を図るため。

令和２年度の
実施方針

例年どおり実施 活動量 維持する コスト 維持する

成果 人 765 人 －
健康づくりポイント事業参加者数 増加

目標

成果 1,454 人 1,451 人 －

目標 1,350 人 1,350

人 1,500 人 1,050 人

人 1,350 人

総事業費　Ａ＋Ｂ 円 31,901,293 29,338,420 33,234,140

市民１人当たりコスト 円 746 690

人件費　Ｂ 円 19,559,360 12,948,420 26,863,140

784

成果指標　アウトカム 方向 平成30年度 令和元年度 令和２年度

イ
ン
プ
ッ

ト

事
務
事
業
コ
ス
ト R２は予算額 一般財源 円 12,214,813 16,198,000 6,356,000

市債 円

その他特定財源 円 127,120 192,000

正規職員数 人 3.04 2.01 4.17

県支出金 円 13,000

決算（見込）額　Ａ 円 12,341,933 16,390,000 －

財源内訳

国庫支出金 円

2,000

補正・流用等 円 50,000 13,000 －

合計 円 13,843,000 16,390,000

項　　目 単位 平成30年度 令和元年度

栄養改善事業 150回

令和２年度

対象（誰のために) 意図（どのような状態にしたいのか）

市民 健康づくりの実践及び健康づくりの意識の高揚を図る。

現状・課題

予算額

当初予算 円 13,793,000 16,377,000 6,371,000

6,371,000

健康長寿のまちづくりのため、市民が健康意識を高めるとともに、健康づくりを実践することがで
きるよう、更なる啓発が必要。

市が行う理由
及びその根拠

任意的自治事務 健康増進法

事務事業概要
栄養改善、食生活改善、健康づくりフェスティバル、広報活動、健康まつり、減塩活動、歩く健康
づくり、健康づくり講演会、健康づくりポイント事業等を実施する。

健康づくりポイント事業参加者 1,050人

令和２年度
の活動指標
アウトプット

活動内容 活動量

健康づくりフェスティバルの開催 １回

健康まつりの開催 ９回

予算
体系

会計 一般会計 実施計画

款 ４款 衛生費 計上

項 １項

目指す姿

目 ２目 健康づくり推進費 合併前

政策 01 健康長寿のまちづくり 係 健康管理係
総合
計画
体系

基本政策 2 支えあい健やかに暮らせる健康長寿のまちづくり 課・室 健康づくり課

施策 01 健康寿命の延伸 内線電話 241

保健衛生費 実施期間

事務事業名 健康づくり推進事業費
目標設定日 令和2年3月1日

部・局

事務事業マネジメントシート（令和２年度目標設定） 事務事業№ 020104

健康福祉部



健康づくりポイント事業
　検診受診、健康講座への参加、運
動活動実践に対しポイントを付与す
るインセンティブにより、健康意
識、運動習慣の向上を図る。

食生活改善地区組織活動事業
　バランスの良い食生活や減塩の必
要性について啓発活動を行い、地域
全体の健康づくりを推進する。

尿中塩分排泄量検査
　塩分摂取量を知ることで、減塩に
ついての意識を高め、望ましい食生
活を送り、高血圧等生活習慣の予防
を図る。

活動内容 ４月 ５月 ６月

栄養改善事業
　生活習慣病予防のための食生活の
啓発活動、栄養改善に必要な事業を
実施し、地域全体の健康増進及び食
育の推進を図る。

健康まつり
　歩く健康づくりの実践を通し、市
民が自身の健康について考える機会
とし、地域全体の健康意識の高揚に
つなげる。

令和２年度　業務スケジュール

１月 ２月 ３月

健康づくりフェスティバル
　市民の健康づくりに対する知識及
び意識の高揚を図るため、啓発事業
を実施する。

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

健康福祉部

課・室 健康づくり課

係 健康管理係

事務事業名 健康づくり推進事業費

部・局

関係機関との調整、開催準備

▼開催

関係機関との調整、開催（各地区で開催）

随時実施

随時実施

実施

募集・実施期間 ポイント交換▼


